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族は未知すら､夜はなあ③一一沮/

(アメリカ地質学会100周年記念大会巡検記)

脇田浩二(地質部)
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<プロロｰグ>

｢さあこのひきがえるのステｰキの値段をあててい

ただきます!ハウマッチP1デベソは30円です.｣

とTVでは今日も世界中の映像が流れている｡隣では

アメリカン･ポテトチップをほおばり｢あらあそこは

ほら学生の時に行った通りだわ･たんて言ったかし

ら?そうだわオｰシャンテリヤ通りだわ!｣たどと私

とかつて結婚式をあげたことのある女性がつぶやいてい

る｡私はおもしろくたいので部屋の隅っこから

リモコンで｢えいっ｣とチャンネルを変えた.

｢じ一んせい楽ありゃ苦一もあるさあ一･･……一｣と

長年聞きなれたテｰマソングとともに見なれた風景が

飛び込んでくる.｢あっ!あれは俺が調べた所だ.

みるみる助さんの座った石ハンマｰで欠けてやんの

!ハハハ｣と大口をあけて笑ってた所にとつ畦んrい

やあまいったたあたけしがついに世界一周!｣と

元の番組へ戻されてしまった.｢こりゃ!なにをす

る.あの石は二畳紀の石灰岩だったんだぞ!晋っか

く説明してやろうと思っていたのに!｣とどなる.

1989年8月号

rなにが助さんよ･助平さんのくせに…･どうし

てあ次だは時代劇とかサスペンス劇場あずさ120号殺

人事件とかロｰカルな番組しか見たいの.このあい

だだってサスペンスもので刑事がロスに飛んだとた

んトイレに飛び込んでお一い犯人と刑事は日本に

戻ったか?って聞いてたじゃたい.『ロシア秘宝の

旅』とか世界のいろいろな地域を紹介した番組ってた

のしいじ｡やたいφ｣

｢楽しいわげないだろう.あそこに行ったあそこ.

は良かったと言われると不愉快千万.その点水戸黄

門はいい･自分の行ったとこだけTVに映るからだ.

最高だよ一ん｣

このように外国コンプレックスがすっかり骨の髄まで

浸み渡ってしまっている.1年に80日以上も日本のあ

ちこちを旅したり調査していると足の先から頭のてっ

ぺんまで日本人で地質も日本のことしか頭に入ってい

ない.コルディレラだとは何かの雑菌かと思ったり

アパラチアはアパッチの首長がはじめたお店の名前だ肢

とと思い勘違いしていた･そんな人間がある日突然デ

ンバｰで開かれるアメリカの地質学会100周年記念大会�
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脇田浩二

(1988)に参加することになった.さて旅の顛末や

いかに!

<デパｰチャｰ>

成田空港は夜でも賑やかだ.中でも賑やかにしてい

るのが私でもう日本語の使い納めだと思うと声帯が

うち震え｢あの～どうやったらアメリカに行け

るんでしょうかP｣とUnitedの日本人職員に日本語

で聞いてまわった｡とくにEstwingのハンマｰには

困ったものでまさか手荷物として持込んで私は

geO1OgiStで日本赤軍ではありませんと説明し続け

るわげにもいかたい.アメリカ製なので税関で申告し

てゆかなくてはたらない.かくして税関と搭乗手続

との問を汗をかきかき駆け廻るはめにたる･(ハンマ

ｰは日本製をもっていこう1)

さて機中の人にたると早速時差ぼけ対策をはじめ

る.たにぶん短かい旅行だ.時差ぼけなんかしてい

ると｢たあんだ.日本にいて仕事しているときとおな

じでアメリカでもポケｰとしてただけだったのか国

際的なボケ人問だな｣と烙印を押されてしまう.ぼく

は眠らたいように眠らたいようにひつじが一匹とぼた

かったひつじが二匹とぼなかったと数えたがらがんぽ

った.これが効を奏してかしすぎてか結局その目

は3時間しか眠れずこれがその後何日もの習慣にたっ

てしまったのであった.

<ナイストｰミｰチュｰアメリカ!>

ロスに着いた.ああ私も三浦さんと同じところまでき

てしまったと感慨にひたる間もたくデンバｰへの飛

行機に飛びのった･Unitedの国際線から国内線へと乗

り換える｡飛行機が飛びたった｡そしてここから私の

アメリカが始まった.幸いにも私は窓ぎわ(将来の指

定席とうわさされているが…)に座ることができた.ち

ょっと窓から一瞥した･そこはアメリカ西岸の海岸

山脈だった｡ここには私が日本で扱っているのと同

じようたdisruptedterraneつまりごちゃごちゃした

岩石のごみぼこ(地質ニュｰス365号を参照のこと=宣伝)

が分布Lている.とってもマツダのファミリア～!

しかしこの感慨は次の瞬間から絶望に変わった.ア

メリカがその真実の姿を現わしたからである.そこは

砂漠であり地層の露出は悪いしかし確かたことは

地層がほとんど変形していないことである.グランド

キャニオンを通るころには地層はその壮大た姿を赤い

反射の中に浮び上がらせていた.こっこれがアメリ

カかあ一と声にもならないかすれた声でつぶやきなが

らひたすらシャッタｰを押していた.繰り返される

ツヤッタｰの音の中でこれから向かうアメリカの学会

の姿が勇露としてきた｡しまった!私はアメリカた

んかに来るんじゃたかった.アメリカでは私は日本

の片隅でgeO10gy(地質学)をやっていますたんて

口がさげてもいうまい｡学会についたら｢ワタシ

ニッポ:■のカメラマンアメリカピュｰティフルネ

シオロジストタイヘソネゴクロハソ!｣といって笑っ

てごまかそう｡と固く心に誓った.

それは私にとって親しみやすい日本の地質体の大

部分を占めるdisruptedterraneがアメリカ西岸のごく

極所に限られておりアメリカ大陸の大部分がそんた

ものとは無関係た先カ1■ブリア紀の変成岩･深成岩と

その上に整然と重たる古生代から新生代の地層からたる

ことへの実感であった.それらの穏やかな構造そし

て巨大な河川と大量の土砂この中でgeo1ogyが論じ

られ鉱床学が発展し応用地質学が語られてきてい

る･私が私たちが日本でやってきたことは何だったん

だろう.もしかして孫悟空がお釈伽さまの掌の中で暴

れていたようにgeo1Ogyのyのしっぽのあたりでハン

マｰをふるっていたのではたいだろうかと悲しい気持

になっていた｡

このblueた気持ちとは反対にこの気持を彩に残そう

とシャッタｰを切る指は動き続けた･隣に座って私を

不想議そうに見守っているおぼさんにrいやあアメリ

カってインタレスティソグですなあ｡ジオPシスト

たんですよスパイじゃありません.ホントに.い

やあおもしろい･ハハハ…｣なんて言訳してみたが

英語が本当に通じているのか確かめるだげのゆとりは私

にはたかった.

<デンバｰコロラド>

デンバｰに着いたのはもう夕方遅くすぐホテルヘ向

かった･タクシｰは高かったりボラレたりという

心配があったので荷物を受取ったとき何に乗って行

ったらいいかたずねた.そこでバスで行くといいと言

われたので教わったとおりにバス停に向って行くと

黒人の太っちょのおじさんがホテルの行き先ごとにバス

を割りふっている･ここで待てというその笑顔がと

っても素敵でアメリカの夜はこわいような気がしてい

たげどその笑顔だげでとってもうれしくなってきた.

しばらくして来たバスはバスといっても小型のワゴン

車でdriverは若い女性･ぎょっとしながらラッキ

ｰと思ったがあとで聞いたらラッキｰでなくこの手

地質ニュｰス420号�
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策1図デンバｰ市街地(ダウンタウン)

の職場に着い女性はよく進出しているそうな.でも

それだけで気分はリムジンであった.

デンバｰでは(アメリカの他の都市は知らないが日本と比

べて)ダウンタウンと周囲のゴｰストタウンとのコン

トラストにとても強い印象を受けた.翌朝は3時間睡

眠のあと早朝から起きてホテルの窓からシティｰウォ

ッチングをした.朝やけに輝くダウンタウンのビルデ

ィングを眺めていると日本でも同じ風景はありうるた

と理性で理解しつつも心は高ぶり私にとってそこは

まぎれもたく異国であった.

rアメリカはこわいぞ一う｣と脅かすいやた奴が地質

調査所にはごまんといて私は出かげる前から神さま

仏さま観音さまに菩薩さまどなたでもよいですから

お守りくださいとお祈りしてきたうえホテルも安全を

考え身分不相応な立派なホテルにした.折りからの円

高で高くはないがとってもrichであった.ホテルの

朝食これはもう貧乏人にとって戦場です.“バイキ

ング"“食べ放題"･…･･なんてすてきた響きなんだろう.

モｰツァノレトもこんた美しい響きの曲は作れないし

リルケもこんた響きの詩は作れまい･ジュｰスを三杯

飲んだ.これはやたらと喉が渇くからである.次い

でパンを王切れ食べた.これはお腹を整えるためであ

る.スクランブルエッグをお皿一杯に盛った.最初

に立った所にあったからである.ソｰセｰジハム

サラダにフルｰツおや?ドｰナツもあるぞ･･･….

そうこうするうちに気持ちが悪くたってきた.後悔は

決して先には立たない.部屋に戻ってしばらくベッド

にじっとしていた.

そうだ学会に来たんだ.血液が胃袋から頭の細胞の

一部に回ってきたとき私は思い出した｡学会では

巡回バスも出していて我がホテルにも迎えにくる.

こわ一いアメリカを吹き込まれた身としてはこのバス

に乗って会場とホテルと往復しそれ以外は一歩たりと

1989年8月号

第2図アメリカ地質学会受付(CurriganExhibition

���

も出るものかと心に固く誓っていた･早速このバス

でメイン会場に向かった.会場にはアメリカ地質学会

100周年大会と大きく書かれていた1メイン会場の入口

付近で受付を済ませるといろいろ放資料を渡された.

やっぱりみんた英語で書かれている･少し嘆息してプ

ログラムを眺め本日のメインイベソトシンポジウム

会場へと足を運んだ･ウァｰすごい人.まず目に

つくのは若い女性｡いや私がスケベｰなのではあり

ません.日本の学会と比べてず一と女性が多いので

す.このことはアメリカ留学中の鎌田浩毅氏(地殻熱

部)がアメリカの地質教室における女子学生の多さを説

明してくれて納得しました･やっぱり私は助平では

たかった.ともあれ女性が多い｡次に多いのが敬

老パス所有者たいし超高齢者の男性･これは100周年

大会という今回の特殊事情によるものと解釈している一

会場に入ったとたんすぐに日本人にあって感激し

た｡時差ポヶですっかりやつれた鈴木祐一郎氏(燃料

資源部)である.鈴木氏は胃本を出発してすぐpre巡

検に行ってからそしてこの学会に来たのだが時差ボケ

のまま山を歩いたせいかすっかり放心状態でr私は

post巡検でよかった.こりゃ私も当分おとなしくして'

いよう｣と思った･(国際学会はpost巡検にし重しょう)

シンポジウム北アメリカの地質学の総括別･分野別に

行われた.顕生時代の地質の話のうちは私の印象は

機内から見おろしたアメリカそのもので平坦な地層

単純た層相を連想させるものだった･ところが先カ

ンブリア系の総括でアメリカの印象が一変し心が躍

った.

そこではメランジやオフィオライトが語られ付加

過程が論じられている.日本そのものなのだ.この

談話の中でもアメリカ西岸や環太平洋をモデルに先カ

ンブリア紀のテクトニクスと考えようという姿が語られ�
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第3図恐竜骨格(デンバｰ自然史博物館)

ている.あのアメリカ大陸のごく一部でしかないア

メリカ西海岸の狭いdisruptedterraneやちっこい日本

のgeo1ogyがアメリカの大部分を占める先カンブリア紀

の範となりうる.このことは機中からアメリカを見て

いて失望Lていたこの視野の狭い日本人geo1ogistに欠

きた希望を与えた.

てたわけで生きる希望の沸いた私は急におなかがす

いてきてシンポジウムがすむやいたや街に出た.ルソ

ルソルソアメリカもたかたかいい街だわいとすっかり

highた気分でスキップスキップホイホイホイと食堂

を求めた.この時は怖いアメリカでは決して外は歩く

まいという決意をすっかり忘れてしまっていた.さす

がにrめし｣という暖簾はたくしかたなくハンバｰガ

ｰショップたるものへ行って長い列の後へ並んだ.

順番が来てはたと困った｡どう注文していいかわか

らたい･ううっうっとうたっているうち｢前の人と

いっしょ!｣と指をさして食べたくもたいものを注文し

ていた･しかし前の人と同じだげ払えぼいいので

支払いは簡単だった.

その目からあちこちの会場で講演が行われたが距

離の離れたいくつかのホテルとホｰルが会場でそれら

の間をバスが連絡している.バスも3コｰスあって

間違ったものに乗ると大変た目にあう.次の会場にい

くのに2つのパスを乗り継く“たんてことも起こる.ホ

テルの中も大変複雑でいろいろた所に会場が分れてい

る･ホテルは平屋ではたくて高層と相場が決ってい

る.したがってエレベｰタｰにのる｡ところが会場

はマジェスティック丘Oorのマジェスティックボｰル

rOOmだったりして･上に行ったらいいのか下に行ったら

いいのかわからない.しかたがないのでフロントに

聞くとまっすく“行って一階降りて右に折れ三階上

がって振り向いて一回廻ってワソと言うといった具

合に複雑怪奇なことを平気で英語で話したりする.

言われた(言われたと思った)通りに行くと何故かガレ

ｰジだったりする.そこから007たみの苦虫を重ね

てフロントに戻りrバッキヤロｰこっちとら自慢じ

ゃたいが英語がよくわかんねえんでえたんとかしろ｣

と小声でどなったら地図を渡してくれた･最初から

こうしてくれりゃいいのにと思って地図を頼りに行く

とそこはレストラン.もう駄目だと思ったら後ろの

方で声がしてそこが会場だった･てなことしている

からたかなか会場にたどり者かたい.もうしかたが

ないのでこれと決めた会場を半目動がたいことにし

た.この決心が効を奏していくつかのテｰマセッシ

室ソヘ参加することができた.英語はいつもその快い

リズムで眠気を誘う｡時差ボケが重たっているからた

おさらだ.高校時代なら｢こらあ.わきたあ!

きさままた寝とるたあ!外へたっとれ!｣とΣベス

トで頭を殴ってくれる心優Lい先生方がいたがアメリ

カは個人主義の国よだれをたらしてぐうすか寝ていて

も誰も起こしてくれない･必死で聞いた.

4日間英語ばかり聞いていられたいので半日は野外

巡検に行くよう心がけた.さすが日頃野外地質家

(通称図幅屋)としてこき使われているだげあってie1d

へ出ると生き生きLてくる｡冬に片足突っ込んだデン

バｰにはロッキｰの少し冷たい風がそっと運ばれてきて

いる.晩秋の褐色を主体としたシックな装いがそっと

私を包んでくれて心地よい.

はじめに訪ねたのはデンバｰ郊外で恐竜の骨と足跡

を産するモリソン層だ･最初の露頭は恐竜の足跡とい

うがただ地層がへこんでいるだけだ｡｢こんなも

んタｰビダイトの底痕のおぼけだぜ｣と思ったが全体

は全くそんたもののない所に突然へこんでいるので恐

竜の足跡しかたいということだ･全く単純た論証だ'

と思ったが次の露頭で一杯足跡を見せられて納得し

た.そこはもう一面の足跡で日本なら後生大事に

網でも被せて天然記念物｢恐竜様の御足跡｣O×教育

委員会などと看板が立っているだろうがそんたごて

ごてはたくただの露頭だ.ただし道路の標識に

geo1ogicinterestという表示がしてあり露頭には地

層名の入った粋な看板が立っているのはたかたかステキ

だ.手のあと足あとがざっくざっく出てくる.タイ

ダルチャネルに沿って歩いた跡があり｢バンクで恐竜

がずっこけてもがいた跡がある.｣という説明にどこ

の国にも見てきたような……を言う奴がいるんだたあと

地質ニュｰス420号�
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策4図恐竜の足跡(ダコタ層群デンバｰ郊外)

第6図ダコタ層群(下部白亜系)の摺曲(デンバｰ郊外)

妙に感心した.

翌Rはデンバｰ周辺の地質に関する巡検に出かけ

た.デンバｰ地域では先カンブリア紀の変成岩･深

成岩類を石炭系が不整合に覆いその上に順次第三系ま

でが整合に重なる.ロッキｰ山脈東縁部に衝上(逆)

断層があって西側が上昇して先カンブリア系が露出し

ている.東側は引きずられて摺曲しその結果ロッ

キｰ山脈に沿って先カンブリア系から第三系までの地層

が露出している.こうして前日の巡検の時に見たジュ

ラ紀のモリソン層や白亜紀のダコタ層群が露出していた

訳がかわった.日本ではいろいろと変動が重なりいろ

いろた岩石が露出しているのがあたり前でいちいちそ

の岩石が露出している理由だと考える習慣がたい･地

層が露出するということの重大さへの認識は私にとって

新鮮た驚きであった.

アメリカ中央部のように地層が水平に重なってその

後何も変動がたけれぼ地表には一番新しい地層しか露

出したい･古い地層が露出すること自体が異常なこと

であってそれは造山運動なのだ･この単純な断層に
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第5図デンバｰの地質構造(Denver'sGeo1ogicSettingUSGS

より)

1989年8月号

よる変位が私とララミｰ変動との出会いである(第5図).

東部から西部へ向げて歩いてきてロッキｰ山脈を見上

げたときのアメリカ人の驚きはアメリカの地質学の発

展の欠きた動機づげとたり得たろうと想像される.ふ

りかえって日本は日本ではどうだろう.造山帯の上

にいて造山運動について考えるとかできるだろうか?

たとえできたとLても驚きと疑間の大きさでかつての

アメリカ開拓者には叶わたいようた気がする.

デンバｰ地域ではこの摺曲の時期が榴曲Lたあと堆

積した地層やそれを覆う玄武岩溶岩の時代と摺曲してい

る地層の時代から第三紀の中頃と時代が決められてい

る.実に科学的である.白亜紀のダコタ層群をもう

一度歩いた･よく見ると地層が摺曲している(もちろ

ん摺曲Lているから露出しているのだが…)そのことにいた

く感動してつい言ってしまったrアツアメリカの地層

が摺曲してる～……!｣

地質の案内は実に優雅だ.｢あちらに見えるのが

先カンブリア系でございます.手前の赤いのが石炭系

白い石が二畳系手前が三畳系で今立っているのがジュ

ラ系でございます･石炭系と三畳系からは×××

の化石がでています･……｣説明されている岩石は所

刷こ点々とし少しずつ露出しているだけだ.私はすぐ

浮んだ疑問について聞いてみた.｢どうしてあの

ポツンと出ている白い部分が二畳系だと言えるんです｣

と.案内者の答は簡単r石炭系と三畳系の間にあれほ

二畳系に決ってるじゃたい｣とアソポソタソの日本人

をばかにするように鼻をひくひくさせている.当たり

前のことである･そうかもしれたいが日頃日本で時

代の異なる岩石がく“しゃぐしゃに出ている地層しか扱っ

ていたい者にとって化石がなく露頭が欠如しているこ

とは致命的なのだ.デンバｰではそんたゆがんだ見方

をする者は一人もいたい.実に大様だ･｢いいたあ�
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第7図デンバｰの地質(デンバｰ郊外)

E:先カンブリアC:万炭系P:二畳系丁:三畳系

爽やかだたあたあるほど1と3の間は2がふ～む

真理だわい｣と感心してつぶやいた.

帰り際何枚もの準平原面について説明があったが

ただポｰツとした遠くの景色を見せるだげでララミｰ

変動をいくつかのステｰジを解明したという案内老の説

明はさっぱり面白くない.それよりもバスで隣あわ

せたおぼさんの｢あれが｣バッファロｰよ｡日本には

いないでしょ.ほらこっちが開拓を記念した建物

よ･めずらしいでしょ｣といった説明の方が楽しく

案内者を無視して二人で談笑ばかりしていた･まるで

高校時代の授業中みたいに.

そうこうするうち学会の講演の日程は終了しデンバ

ｰともお別れする時が来た｡会うは別れの始まりとい

うが哀しいものである･rもっとバイキングで食べ

れぱよかった.折りに詰めて欲しかったよ～…｣と日

本語で別れを告げるとホテルのフロントの人が｢サン

キュｰベリｰマッチ｣と握手してくれた.しかたがた

いのでニッコリと微笑んでチップを渡しpost巡検

の地アリゾナに向けて出発した.

<アリゾナ>

第3の巡検は3泊4胃でアリゾナで行われた･飛行

機の切符をうげとりツｰソソに集合した(Tusconをツ

ｰソと呼べる人問は異常だ)･アリゾナはアメリカの南の

端.メキシコももうすぐそこ.サポテソが生えてい

て土はか一さかさほこりっぽいしあっついし

たにより露頭があるかしらん･飛行機から降りたった

とたんいろいろと心配にたってきた｡アメリカでモｰ

テルたる所に泊るのもはじめてたら(さよう日本でも経験

ありません)知らない外人さんと同室なのもはじめて

だ.同室者は身のだけ8尺もあろうかという大男で頭

はエルブリソナｰそっくり.ただもう｢ハハハシメマ

シテ私ニッポソジソエイゴダメアルネヨロシク｣

というのが精一杯･彼の名はエリック･マウントジョ

イというカナダ人.もともとはフランス人でモソジ

ョイというフランスによくある名らしいがこっちとら

アメリカさえ初めてたのにフランスのことまではよう

知らたい.先にオフ回へどうぞと言うのでお先に失

礼してシャワｰを浴びた.ところがシャワｰの先が

曲っていてパス室全体がびしょびしょにたってしまっ

た.｢ゴメソネ!｣といって彼と交代した･翌日

彼がお先にと言ってバス室に入ったとたん彼はrウ

ワァｰ!｣といってバスルｰムから飛び出してきた･

彼はエルブリソナｰ顔を桂枝雀風の笑顔に変えて｢や

あまいったまいった｡Youとおんたじや｡シャ

ワｰの口を曲げたまま水を出してしもうた.ワリイワ

リイ｣と言ってびしょびしょのバスルｰムを見せてく

れた.このように彼はとても気さくた人だった･

アリゾナの巡検はBasinandRangeの南東部に当る

ツｰソソ付近でララミｰ変動主部(白亜紀一ジュラ紀)と

その後の二つのステｰジの展張テクトニクスの変形構造

を見るのが目的であった･参加老の大半の目的も同じ

である.

ところが主案内者のU.S.G.SのH.Drewes氏は

アリゾナでは有名た地質学者で20人の地質者がいると

19人はextensionstructureといい彼一人｡ompres-

Sionによるものだと主張する人だ.はじめてのmeet一

旦ngでは彼一人｢皆さんに｡ompressionの構造をお

見せできるのを楽しみにしています｣といい他の参加

者は口々にeXtenSiOnの構造が見れるので楽しみにし

て来ましたという始末.なごやかにしてしらけた雰

囲気ただようmeetingであった.副案内者は私と同

年代でアリゾナ地質調査所のS.J.Reyno1ds氏である･

日本からは伊藤谷生(東大)鎌田浩殻(地調)両氏も参

加した.

アリゾナの露頭は心配したとおり日本が勝った!

と思わせるもので岩石がポツリポツリと露出Lてい

る.最初の断層の露頭ではrたしかこの辺たんだげ

どみんなで露頭をさがしてくれるP｣との案内者の頼み

で断層(thrust)を示す露頭探し･しかし見渡す限り露

岩が見当らたい･みんたでうろうろして10分ほどした

とき案内者が｢オｰイここだここだ｣というので見

てみると70-80cmの石灰岩が1コ土ぼこりの中に突出

Lている.そしてその1つの面を指して｢ここが

thrust面だ.この石灰岩とthrustを境に接している

岩石は向うのはしに出ている｣という説明するではたい

地質ニュｰス420号�
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策8図アリゾナの風景

か･ああたんということだとこの石灰岩をけとほし

いててててと足を引きづりながら次の地点に向った.

途中岩石の時代･地層名の説明は全くたい･また

殆どの人がハンマｰでたたいたりサンプルを取ったり

したい.私一人あくせくと写真を撮り岩石を採り

案内者に地層名や時代を聞いてメモを執る.こうLて

いろいろ撮り採り執りでついには参加者の列のトリ

(最後尾)になってしまうのであった､

アリゾナは乾燥しているのでサポテソが多い･こ

れはわかる.｢大きな木は少なく一見歩きやすそ

うだ.見渡す限りどこでも歩いて行けてしまうそん

た感じだ.丘e1dworkは簡単でいいたあ.日本み

たいに藪こぎもたいL.｣と思ったのは一時であった.

山に入ると小さい草木の1つ1つが生意気にトゲをも

っていてこれがあっちをちくんこっちをちくん!

いてっと逆らうとまたちくり全く針の山である･半

分べそをかきながら周りを見るとアメリカ人はたくま

しい.平気で歩いているぱかりでたく老若男女皆半

ズボンで歩いている･とくに足を鍛えている様子はた

く血だらけ傷だらげにして歩いている.大丈夫なのか

と聞くとそろって暑いよりましだと答える.わあ

たんという人たちだ.とくに血だらけの女子学生が

痛々しい.｢大丈夫か｣と聞くと英語が通じたかっ

た.彼女はパｰドソといって振り向こうとしたとたん

山道を踏みはずして2m転落.こんどはこちらがハｰ

ドソパｰドソ･…と連発して謝った.

しほらく歩いてあっちが街上断層こっちがナッペた

どと指差しつつ案内してくれる｡もちっとました説

明ができないのかと思ってしばらくいくとやっと本当

の断層に出会った.

第三紀の火山岩の上に断層で二畳紀の石灰岩が重たっ

ている.案内者の顔にはこれこそ衝上断層らしいだ

1989年8月号

ろうと書いてある.しかし彼は口に出してはそのこ

とは言えなかった･少し手前の露頭で先カンブリア

紀の部属の上に二畳紀の石灰岩が載っていても衝上断層

かと聞かれても時代の前後関係だけでは衝上断層の証

拠にはたらたいといばってみせたからである.

夜にはmeetingがある.今日一日の簡単たおさら

いのあと日本からきた(不勉強た)お客様のためにと

北米の地質構造発達史について説明Lてくれることにた

った.先カンブリア紀から順序よく説明してくれるの

だが白亜紀一第三紀のララミｰ変動付近にくると説明

というより議論とたってしまった･興奮Lて早口にな

り頭も耳も悪いお客のことたどすっかり忘れているよ

うである.明日の野外巡検のために早く寝ようたどと

安易た切り上げかたは笹ず11時過ぎまで議論は続い

た.わからたかった部分は部屋に戻って同室のエリ

ックに尋ねた.彼は親切に図を描き説明してくれた.

私が納得して寝ついたのは真夜中を過ぎていた.

こうしてアリゾナ巡検の第1日目が終った.

翌朝はツｰソソの東方のドラゴン山地へ向った.

広大た平野を作った河川の大きさに感嘆しだから車は

BasinandRangeの構造に直交に走ってゆく.リソコ

ソ山地のdetach皿entfau1tの様子をソｰン1■郊外から

概観する.

途中TexasCanyonという所で花嵩岩(Pa1eocene

andEocene2-micagranite)の作る奇観を眺めたあと

ドラゴン山脈のふもとで車をおりる.とことこと谷を

歩いてゆくとアリゾナ特有のサボテンやトゲトゲの草

を主体とする殺風景から次第に日本に似た植生の風景

となってゆく･山の奥深い所の谷間にはやはり水が多

いらしい.たんとたくホッとする.

どんどん山を登ってゆく歩いても歩いても足もとは

ず～っと下部白亜紀のBisbee層群の砂岩泥岩互層や

礫岩である.結構きつい登りである｡この巡検には

女性も多く海洋学者だと日頃山登りとは縁のない人も

いる･野外地質屋としてはへこたれるわげにはいかた

いのだが何故か皆から遅れてしまう.初めのうちは

私が露頭を詳しく観察しすぎるからだと信じていたが

ただひたすら歩く所では更に遅れてしまう.｢ハイ

チｰズ!｣と並んで写真を撮ってみて初めて分った.

彼らは私のおへそくらいまで足が切れ込んでいるのだ.

歩幅を足の回転数でカバｰする涙ぐましい努力は最終

日まで続いた.

さほど暑くもたいのにやたらと喉が渇く.背中のリ

ュックの中は氷をたっぷりと入れたポリタソクで一杯

だ･何度も何度も取り出しては一口ぐびり二口ぐ

びりとやる･露頭や景色を眺める時間よりまっ白たポ�
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第9図カ:■ブリア紀の珪岩(ドラゴン山脈アリゾナ)

〆

リタソクを眺めている時間の方が多くなる.

頂上へ着いて説明がはじまった｡今まで歩いてきた

下部白亜系のBisbee層群はナッペの上盤側で下盤

側は向こうに見える山々に分布する古生層ですという説

明のどう見てもその“下盤側"がはるかに高い所に位

置している.腋に落ちたい人六は案内者とは別の所

に集重って正しい地質の解釈はこうだああだと議論し

はじめた･そのうちの一人が日本の客人にこう考

えると理解しやすいと主案内老とは全くちがった解釈

を示してくれた.主案内者ばかりの意見を聞くと頭

の中が混乱してくるのでこれからはいろいろた人の意

見を聞こうと心に決めた.

谷を隔てて向こうに見える山序(“下盤側")は先カ

ンブリア紀の千枚岩が断層を挟んで古生層と接してい

る.古生層は先カンブリア紀の珪岩(Bo1saQuartzite)

泥岩砂岩石灰岩デボン紀の石灰岩二畳紀の石灰

岩とからたりこれらの一連の地層が断層で繰り返して

いる･珪岩の部分は風化に強く突出Lているので遠く

から見てもはっきりとよくわかる(第9図).山頂での

'説明のあと山を下ってこれら“下盤側"の地層を見に行

く･これがたんと非常にtightた摺曲をしている･

とくに石炭紀一二畳紀の石灰岩はみごとに摺曲してお

り中に入っている化石もかたり変形している･変形は

かりではたく若干変成しており石灰岩は大理石化Lて

いる.主案内者は堆積物の過重による変成だと説明

したが先ほどのこともあるので副案内者に確認した

ところララミｰ変動時の圧縮場で形成されたものだと

いうことだ｡この辺一帯の地層と同種の地層はグラ

ンドキャニオンを構成している岩相とほぼ類似しており

グランドキャニオンでは変成していたいので過重だげ

のせいにすることはできたいといわれ納得.変成の原

因はともかく変成･変形Lた岩石･地層と同種のもの

が本来の姿で近接して露出しているという話自体にとて

も感心した.構造変形を論じる場合の“根"があるこ

とが議論をいかにしっかりしたものにするかというこ

とをこの後いろいろだ場面で味わった.とてもうら

やましいことである.

下盤側の岩石を一通り観察して峠に登り車を降り

た地点へ戻ってきた.みんなジュｰスに群がってガ

ポガボ飲み出した.私もコｰラを｢ああおいしい｣と

一気に2本飲み干してラベルの“ダイエット"コｰク

という文字をつくづくと眺めた.これで今日5本目.痩

せるわげがたい.たかたかのブラックユｰモアである.

2目目の夜は自由行動.シャワｰの方向に気をつけ

てサッパリしたあと夜中にビｰルが飲みたくたった.

もうすづかりアメリカ債れした私はモｰテルを抜け

出してビｰルを買いに行くことにした.フロントで

｢この近くでビｰルを売ってない?｣と聞くと｢この

モｰテルの隣のガソリンスタンドのすく“向こうで売って

いるよ｣と親切に教えてくれた･私はそれっと駆け

出したがこの隣のガソリンスタンドとやらがやたらと

遠い.しかも一軒だけポツンと立っている･そのま

た向こうはたにもたい.

｢ハハアさすがにたんでもビッグたアメリカだた

あ.この欠きた道路をへだててはるか向こうにポツリ

と小さた明かりが見える.きっとあれのことをすぐ

向こうだといっているのだな.う～む｡さすがアメ

リカだ｣と感心したがらしかしチョッピリこわいの

地質ニュｰス420号�



旅は未知ず=ら

一51一

｡

o.①髪茎①/

一少玖

よ/

6む

｡

で息を切らせて走ってゆくとこの小さた明かりが次第

に大きくたってエッソというマｰクに見えてくる.

｢またガソリンスタンドじゃたいか.困ったなあ.

フロ1■トの人間違えてこのガソリンスタンドの向こう

のことを言ったのかた.この向こうにも何も見えたい

げど肢あ.あ～あモｰテルがあんたに小っこくなっ

ちゃった.もうビｰルはいいや帰ろう.｣とと凄と

ぼ歩いて戻ってくるとモｰテルの隣のガソリンスタン

ドからピｰルを抱えて出てくる人がいる.よくみると

ガソリンスタンドの申でビｰルや雑貨をたくさん売っ

ている･｢たあんだ･すぐ向こうはスタンドの中

のことかハハハ.英語は正しく使ってほしいたあ｣

と文句をいいたがらやっとありつげたビｰルを夫事に抱

えて帰った.正しく英語を理解していなかったのはい

うまでもなくこの私の方だったのだげれど…….

アリゾナ巡検援終目.この目は午前中ツｰソン東

部リソコ1/山脈へ行く･歩きはじめてまず見たのが

先カンブリア紀の花嵐閃緑岩.しばらく小高い丘を登

って行くとこの花嵩閃緑岩の上に低角の断層を境とし

て二畳紀のホｰキヨ石灰岩(Horqui11aLimestone)が

重なっている.この石灰岩が非常にtightた摺曲をし

ていて北東方向へ上盤側が動いたことを示している.

このあと古生代の珪岩･石灰岩中生代の砂岩･泥岩

を見たがいずれも非常によく摺曲している･この頃に

たると“アメリカの地層は変形してたいのだ"という偏

見は頭からすっかり消えてしまっていた.

午後にはSabnaroNationa1Monumentという大

きな国立公園へ行く･最後に観光地の露頭に行くなん

て心にくい演出である.ここではマイロナイトから

マイクロブレッチャまでいろいろた段階のdetachment

fau1tの様子を観察できる.｢マイロナイトの原岩は

1989年8月号

?｣と尋ねたら｢先カンブリア紀と第三紀の花嵩岩類

は区別できない｣との返事だ｡く“しゃぐLやにたった

マイロナイトを見ていると自然は偉大た錬金術師だな

あと思う.

この公園は美しいサボテンが沢山林立していてとても

景色のよい所だ.最後の露頭まで青空の下をテクテク

と歩いた.ところが美しいものにはトゲがあるとい

う真実をすっかり忘れていて大失敗をやらかしてしまっ

た･ここのサボテンは自分の分身をポンと飛ばす習

性があるらしく足元にはサボテンのお子様たちが沢山

散らばっている｡それを知らずに蹴飛ばして歩いてい

たのであろう｡気がついた時には両足とくに靴のま

わりはトゲだらけにたり私は歩くサボテンと化してい

た･近くを歩いていた数人の巡検参加者がかがんで

足や靴の先に刺さったとげを1本1本トゲ抜きで(ア

リゾナにはトゲ抜きが必要不可欠です)抜いてくれた.ユ本

1本しっかり食込んでおり数十本のとげを抜くのに30

第10図下部白亜系Bisbee層群の摺曲(リンコン山脈アリ

ゾナ)�
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分以上もかかってLまった.途中何度も｢もういいです

よ次の露頭に遅れますから｣といったのだが｢この

まま歩いたらまたどこか足を傷つけるから全部抜くま

で動くだ｣という｡私は嬉Lくて有難くて涙が出そうだ

ったが実は恐縮して涙ではたく冷や汗ばかりが出てい

た.私はこの30分の感激を一生忘れたいぞと心に誓

いそしてもう二度とみんたに迷惑をかけるまいと決

心した･たぶん前者の誓いは守ることができようが

後者の決心は10分後にみごとにくつがえってしまった.

サボテン兄事件ですっかり気が動転した私は皆が

もう最後の露頭を離れようという時にカメラをたくして

しまったのに気づいた1近くのアリゾナ大学の学生に

こっそりアノネ…と言ったのだがあっという間に大

声で皆に伝わりみんたで手わげして探してくれた.

帰りの飛行機の出発時刻が迫っている人もいるのにどう

しようと私はあせるは困るはトホホホホ･最後まで

ドジをやってしまった.もうみんたにあきらめまLた

帰りましょう!と言おうと心の中で後悔の雨をふらせ

工一トあきらめるって英語で何だっけたあ?と考えて

いるうちに向こうの方でお～いあったぞと呼んでい

る.｢ああよかった｣見つかったことよりみんた

にこれ以上迷惑をかげずにすんだことにとっても安心し

た.｢トゲとドジ｣英語でなんて言うんだろうPで

も1つだけ体で憶えた単語がある.S-H-A-M-E!

車に戻ってたくさん余ったコｰラやジュｰスで乾杯す

るともう巡検はおしまい.そして私の旅も少しずつ

幕カミ降りかかる･この日はツｰソソ油たので副案

内者のSteveや翌日の飛行機で帰る数人で夜はメ

キシカンレストラソヘいった.車でツｰソソの街を

ぐるぐるっとまわってメキシコ人の沢山住んでいる地

区へ入ってゆく･アリゾナはメキシコに近く沢山メ

キシコ人が住んでいる.私がメキシコ料理は初めてだ

といったのでいろいろと説明してくれた.ふむふむあ

れも食べたいこれも食べたいと思い沢山注文してし

まった.皆で注文Lたものを交換しあって楽しく食べ

た飲んだ話した笑った.こんだ楽しい夜はた

い!誰だアメリカが怖いといったのは!だれだ水戸黄

門の方が安心だといったのは!…ほろ酔いかげんでお

いくらPと聞いたら返事は巨泉の声だった･｢さあ'

このメキシコ料理一式の値段を当てていただきます.

ハウマヅチ?1ペソは0.06円です!｣……

翌朝ツｰソソからロサンゼルスロサンゼルスから成

田へと飛行機は飛んだ･ロサンゼルスではみやげも

の屋で目を血走らせて買物をした･｢一人で旅行を

していい気なもんだワ｣とつぶやいているであろう山の

神の顔が目に浮かぶ.まず10日分の償いをみやげ

もので…と駆けずり回わってすっかり疲れ果てた.

ロスを飛立つとすく“瞼を閉じた･ぐっすり眠って目を

覚まLたらもう成田に着いていた･税関をすぎ荷物を

受取るとそこはまぎれもたく日本国内であった･あっ

地質ニュｰス420号�
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さりしすぎている.｢あのう私はアメリカに初めて

行って来たんですげど…ねえアメリカですよ!悪い

病気や変た本を持ってきていたいかとかもっといろい

ろ調べていただげませんでしょうかP｣と思いつつふ

りかえるが係員は沢山の人々を淡々と事務的に処理し

ている｡いかにも軽い｡私は何万人もの海外族行者

のうちの単なる一匹のアリソコ旅行者｡彼らにとって

は私だどつまらたい存在なのだろう.でも私にとって

このアメリカの族は新鮮さと暖かさと驚きに満ち充

分重みのあるものであった.

<エピロｰグ>

アメリカから帰ってきていろいろた人六に感想を求

められた.

所長や部長にはrまじめに勉強してきたのですっか

り人格が変りました｣と答えて信じてもらえたかった.

同僚には｢アメリカの地層はたったんと摺曲してい

るんだ｣と興奮して話をして｢あったりまえだろ･お

まえ何しにいって来たんや｣と相手にしてもらえたか

った.

アメリカは怖いぞ～!と教えてくれた友人には｢確か

に怖かったぜ｡君みたいだ嘘つきが一杯いだからだ

!｣と皮肉を言っても通じたかった.

子供たちには｢お父さんは英語を話したんだよ･こ

1989年8月号

んにちはマックさんはハロｰ!マックというんだよ｣

と教えたためにおもちゃ屋のハロｰマックでオモチャ

をたんと買わされた､

そして私の奥さんには｢いやあアメリカに行っても

岩ほど美しい女性はいたかったよ｣と言って｢ア･タ･

リ･マ･工でしょ!｣と開き直られた･神様罪深い嘘

つきの私をどうぞお許しください.アｰメン.

<アペンディックス>

さて最後はクイズです.

この話の中にはあまり講演内容が出て来ません･そ

の理由は次のうちどれでしょう(答えはこのぺ一ジの下に

あります)｡

①話が面白くたくなるから割愛Lた

②講演会場だと思って座った場所が実は映画館だった

⑧会場ではふむふむとうたずいていたが英語だった

ので全く理解できていたかった.

④アメリカは怖そうだったので実はアメリカに行っ

たふりをして日本でこの文章を書いていた.

⑤月報に別途投稿中である｡
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